
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐 阜 県 立 羽 島 北 高 等 学 校 

実 施 期 間 平成２５年１１月５日（火）・１１日（月） 

実 施 概 要 
   

１）授業公開日 

２）保護者対象進路説明会＜全学年対象＞ 

３）芸術鑑賞 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者         １６２人（数値はのべ数）  

  計       １６２人（数値はのべ数） 
地域関係者                   ０人 

実 施 状 況 
 

１）授業公開日 

  １１月５日（火）に実施。 

  第５限～第６限を授業公開とした。 

  ・ 参加依頼対象者 

    保護者、地域の方々（ＨＰやメール配信等で広報） 

        学校評議員、岐阜地区各中学校 

  ・ 備考 

  （１）参加者にアンケート記入を依頼し、今後の公開の計画の参考とした。 

 

２）保護者対象進路講演会＜全学年＞ 

  １１月５日（火）の放課後に実施。 

  演題：「大学新卒者の就職状況と高校大学時代をいかに過ごすべきか」 

  ・  講師：水野 匡氏（河合塾） 

  ・ 参加依頼対象者 

    保護者、地域の方々（ＨＰやメール配信等で広報） 

 

３）芸術鑑賞                                              

  １１月１１日（火）に本校体育館にて実施。 

  古典芸能鑑賞 狂言(盆山・棒縛) 三宅狂言会 

         上方落語 笑福亭喬若 江戸落語 桂文治 

  ・  参加依頼対象者 

    生徒、保護者、学校評議員、岐阜地区各中学校、 

    地域の方々（ＨＰやパンフレットで広報） 

 

※授業公開日とあわせて、学校の年間計画の一部として、１１月１日（金）から
１１月１５日（金）を今年度２回目の授業公開期間とし、教員間の授業公開及び

授業研究を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 



成果及び課題 
  

      

 

＜成果と保護者の意見＞ 

 全学年の保護者対象の進路説明会を同時開催し、少しでも多くの方に授業公開

に出席していただけるように計画した。進路講演会のテーマが今日的であったた

め、多くの出席者を得た。来年度も、より多くの方に参加していただけるような

方策を考えていきたい。      

 

 以下は、授業公開に対するアンケートの結果の一部である。 

挨拶と授業、施設(ロッカー)の３点についての意見を多く頂いた。その中には、

良い評価やご批判から提言まで、数多くの貴重なご意見を頂戴した。 

   

・休み時間に生徒さんが沢山あいさつをしてくれました。とても清々しい気持ち

になりました。    

・参加している保護者の方が思ったより少なくおどろきました。 

・最初は騒がしかったけれど次第に授業に集中することができるようになって安

心しました。 

・落ち着いた雰囲気で授業が行われていました。    

・子供達が楽しそうに話し合っていた。他の親さんの私語がとてもうるさかった。 

・意外に笑いがあった。授業が楽しそうであった。 

・先生が話をしているのに私語をしている生徒が多い。 

・６時間目を見ましたが寝る子が多い。     

・各教室で寝ている子をよく見かけた。やる気のある子の邪魔では？ 

・先生の授業がわかりやすく素晴らしい。   

・英語の授業はどこのクラスの先生ももっとしゃべりに英語が取り入れられると

思いましたが簡単な会話も日本語でした。 

・教師の真剣な指導が伝わってき た。真剣に授業に取り組んでいる子が多かっ

た。参観される保護者（３年生）が少なかった。 

・我が子の姿勢や荷物の置き方など知る事ができました。まじめに 授業を受け

ている様子だったので参観できてよかったです。 

・午後からだけでなく、一日公開していただけると都合もつけやすく、もっとい

ろいろな授業を見られると思います。 

    

         

＜課題＞ 

・進路講演会のテーマを、保護者の関心の高いものに設定すること の大切さを改

めて考えさせられた。今後も、ニーズにあった良質 なテーマを設定していくこと

が、大きな課題のひとつである。 

・今年も昨今の社会情勢なども考慮し、同様の行事を精選し、日程 を一本化した。

これは、保護者の負担を少なくすることにより、 より多くの参加者を得ることを

目的としからである。次年度は、 この主旨をより一層理解していただき、今年度

よりも多くの参加 者をいかに得るかが課題である。 

・また、授業面だけでなく、設備面などに寄せられた意見に対して も真摯に検討

し、十分に説明していく必要があると感じた。同時 に、生徒の美化に対する意識
を高めるための指導にも力を注ぎ充 実させる必要性がある。 

 


